












































行うよりも容易になるからだ。議論の結果、13 人の履修生が 2 人から 3 人で一つの班
を作り、班ごとに制作することとした。
家庭用のビデオカメラ、もしくはスマートフォンで撮影し、編集は PC で行う、ナ

















































































































































日本には、20 万 8 千人もの留学生がいて、そのうちの 45％の 9 万 4 千人が中国から



















































































今回は、上述したように家庭用のビデオカメラと PC での編集、ナレーションも PC
の編集ソフトを使うことにしたが、この技術を習得するのに思ったより手間と時間が
かかり、ほとんどの学生は授業外にも取り組まざるを得なかった。作品がすべて完成
したのは最後の授業の目前で、なんとかすべての作品を全員で視聴して批評しあうこ
とができたが、かなりぎりぎりのスケジュールとなり、特に仕事を持つ社会人の学生
には負担は大きかった。映像コンテンツ制作の基礎の習得と実際の制作実習のバラン
スをどう取るかが課題である。「社会デザイン」ということに重点をおくなら、取材や
調査にもっと時間を割いてほしいと言う学生の意見もあった。武里団地をテーマにし
た堀内さんは、「テーマの絞り込みに時間がかかり、最後は時間に追いまくられた感じ
がします。結局、自分がやりたいテーマを選んだ人は取材がうまくいかず、身近で手
堅い題材を選んだチームが作品を＂完成＂させることができたような気がします。社
会人の受講生が大部分を占めて夜間の授業というのは、大きなハンディだと思いまし
た。」と課題を指摘した。
（4）授業の進め方の改善
今回は、夜間の 90 分の授業内だけではどうしても取材や撮影、編集は完結しなかっ
た。撮影は、休日などに都内あるいは首都圏近郊で撮影を行ったが、筆者はなるべく
同行するようにした。撮影後の制作も、ざっと編集した後試写とやり直しを繰り返す
ので 90 分では収まらず、補講を行った。このあたりのやり方にはさらに工夫が必要で、
時間的な余裕のある学生とそうでない学生でも映像作品制作ができる手法を考えなけ
ればならない。例えば、社会デザイン研究所で行っている「ドキュメンタリー研究会」
の撮影済みの素材を活用し構成や編集だけを行い作品に仕上げるというやりかたも含
めて、さまざまな状況の中で履修する学生に応えて行きたい。
なお、齊藤さんと鈴木さんのチームが制作した「高齢者による交通事故と免許返納」
のコンテンツは、齊藤さんが「毎日女性会議（女性による社会への発信）」に出品、そ
こで「チャレンジ賞」というアワードを受賞することができた。被害者の家族のイン
タビューを実現したことなどが評価された。この授業で制作される作品については、
今後も番組や映像コンテンツのコンクールなどに出品し、社会的にどのように受け止
められるのかを知る機会を得つつ、広く見られる場を確保したい。
